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に
楳
り
込
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。

ど
の
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理
に
も
紀
州
ら
し
さ
が
そ
こ
は
か
と
漂

い
ま
す
。

豪
準
さ
の
中
に
ゆ
か
し
さ
を
保

つ
お
食
事
処
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あ
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ち
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″
な
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で
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の
四
李
折
々
の
味
を
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

ご
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行
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食
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に
、

各
距
ご
会
合

・
ご
安
会

・
ご
披
艦
安

・

ご
家
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食
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い
。
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ふ
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お
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ユ

●
鮎
の
塩
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ｏ
お
造
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●
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の
物

●
和
え
物

ｏ
そ
う
め
ん

●
豆
ご
飯
風
味

ｏ
四
季
の
果
物

●
み
そ
汁

●
金
山
寺
み
そ
・梅
千

●
香
の
物

、ど
幸

Φ ～

わ
ギ
ヽ
ど
々
を
存

ヽ

、

　

、
「
対
ｆ

%

旬
り
去
有
の
を
ち
え
を
レ
ナ
ｔ
、者

や
か
に
基
り
４
ユ
れ
た
迄
こ
れ
い
′

円
高

，′―
な
ら
ｔ
は
り
，“―
り
を
「飢
」ｔ
々
延
に
な
ん
た
二
朴
々
珠
を
力
摯
ｔ
ル
千
さ
！

う
ん
ち
ん
た
物
「後
川
々
ナ
ゆ
」
は
あ
ん
ち
ん
考
幻
ｆ

んヽ
夕
考
幻
セヽ
■
に
な
弁
う
な
リ
セ

ハ
わ
せ
″―

女ヽ
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気
収
ら
な
い
純
Ｈ
小
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ん
ち
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は
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花
性
」
．

紀
州
の
峠
党
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し
み
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か
ら
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本
格
介
】
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だ
ヽ
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・梅
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●
香
の
物

嵐
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11理勾容 器事は至車になる場合よあります。
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「

ゆったりとお食Jこを染しみ、藤史ある道成寺をお訪ねドさい。

■交通の ご案内

岸和 国S・Aか ら 70分

間西空港 か ら  60分

白浜か ら    70分

能神 か ら   1 2 0 分

) 1 辺 i C か ら    7 分

御 坊 iCか ら   7分

■ 館 内 の ご案 内

大宴会場    1部 屋

中宴会場

小宴会場

2 部 犀

3 部 屋

テーフル席    2室

最大収容人数・6 5 0人

口 駐車場

専用大号=車場完備  無 | +

お食事処ちめし
〒6491331和 歌山県 日高郡川辺町鐘巻1745-3


